
積

の
短
期
栽
培

ミ
し
て
の

晩
化
法

農
撃
博
士

近

藤

高

太

郎

農

製

士

高

橋

隆

平

寺

坂

士
白
日，nl

 

税

緒

雷

本
邦
の
事
情
と
し
て
、
農
業
は
益
々
集
約
に
成
り
行
く
可
し
。
市
し
て
作
物
の
促
成
栽
培
は
、
脇
田
に
季
節
に
先
じ
て
、
生
産
物
を
市
場
に

出
す
の
み
な
ら
守
、
短
期
栽
培
に
よ
り
て
、
土
地
の
利
用
増
進
並
に
努
費
の
節
約
を
計
る
と
と
を
目
的
と
せ
ざ
る
べ
か
ら
宇
。
現
今
促
成
栽

培
は
園
蕗
作
物
に
の
み
眠
ら
る
れ
ど
、
米
窓
会
に
も
之
b
t

行
ふ
と
と
は
、
農
業
艇
戯
画
上
有
益
に
し
て
、
之
が
研
究
を
要
す
る
と
と
切
な
り
。
著

者
等
は
農
作
物
の
短
期
栽
培
を
研
究
す
る
と
と
は
、
将
来
の
大
た
る
研
究
問
題
た
り
と
思
惟
す
る
た
り
。

・
熊
本
勝
農
事
試
験
場
に
於
て
、
藤
本
虎
喜
氏
。
。
が
研
究
し
、
現
今
同
牒
下
に
贋
く
行
は
れ
て
、
資
績
を
拳
げ
た
る
所
謂
「
晩
化
栽
一
緒
」

は
、
稲
作
期
聞
を
短
縮
し
℃
三
化
及
二
化
旗
興
酬
の
被
害
佐
菟
る
L
の
み
念
ら
占
1

、
努
力
を
節
約
し
て
他
の
仕
事
と
の
努
力
分
配
を
良
く

L
‘

水
岡
三
毛
作
を
可
能
た
ら
し
め
、
し
か
も
稲
の
牧
量
を
減
守
る
と
と
な
し
と
云
ふ
。
此
晩
化
栽
培
は
稲
の
短
期
栽
培
の
適
例
た
り
。

基
縄
の
蓬
莱
米
栽
培
は
、
苗
代
期
間
の
短
縮
を
必
要
僚
件
と
た
し
、
そ
の
日
教
を
第
一
期
作
は
二
五

l
一一一

O
目
、
第
二
期
作
は
一
五
j
ニ

O
日
に
止
め
、
内
地
慣
行
の
如
く
、
四
五
|
瓦

O
日
苗
佐
用
ぴ
4
y
と
云
ふ
。

割
問
の
短
期
裁
埼
と
し
て
の
晩
化
法

八



鶴
間
の
短
期
隷
舗
と
し
て
の
晩
化
法

λ 
四

叉
北
海
道
に
て
は
、
近
年
稲
の
温
床
苗
を
作
り
て
、
出
槽
及
び
成
熟
を
一

οl一
四
日
早
く
し
て
、
冷
容
を
蒙
り
易
き
地
方
の
安
全
稲
作

法
掌
研
究

L
つ
h
b
h
y
。

前
逃
の
三
倒
隙
特
殊
の
地
方
に
て
特
殊
の
民
的
を
以
て
行
は
る
h
栽
培
法
な
る
が
、
是
等
の
例
に
よ
っ
て
一
般
的
に
考
ふ
る
に
、
若
し
品

種
の
改
良
、
苗
及
♂
栽
培
鎌
件
の
研
究
に
よ
り
℃
、
稲
作
期
附
を
短
縮
し
、
同
時
に
萎
作
期
間
宮
も
短
縮
し

τ、一一
一作
&
な
し
得
る
た
ら
ば

農
業
耀
脅
上
に
益
す
る
所
中
へ
な
る
の
み
た
ら
守
、
米
相
賞
作
の
獄
刀
曲
賞
・
乞
節
約
し
て
、
そ
の
鮪
巣
生
産
貨
を
騨
減
し
得
ベ

L
・

著
者
等
は
右
の
見
地
に
立
ち
て
、
米
委
作
の
短
期
栽
培
が
貸
際
上
に
有
益
な
る
の
み
&
ら
歩
、
研
究
問
題
と
し
て
も
有
益
危
り
と
信
じ
、

米
安
作
の
短
期
栽
培
の
-
例
と
し
て
、
旗
本
氏
の
晩
化
栽
培
が
岡
山
酪
下
に
趨
崩
せ
ら
る
主
や
否
や
そ
試
験
し
た
り
.
且
つ
岡
山
臓
に
は
踊

作
の
跡

κ七
月
末
に
稲
の
寄
苗
を
穆
植
す
。
よ
り
℃
此
寄
背
と
晩
化
栽
培
苗
と
を
比
腕
試
験
す
る
と
と
は
、
簡
草
栽
培
地
方
に
於
て
有
益
な

り
-
a
h
v
t智
者
等
は
昭
和
十
、
十
一
、
十
二
年
の
一
一
一
回
に
亘
り
て
、
晩
化
栽
培
に
つ
き
試
蹴
し
た
り
。
而
し
て
本
試
料
は
未
だ
決
し
て
+

分
離
貨
な
る
結
果
を
得
た
る
に
あ
ら
ざ
れ
ど
、
設
に
一
先
づ
既
往
の
試
験
を
極
め
て
報
告
す
る
と
と
L
た
し
、
後
日
更
に
改
め
て
試
験
の
上

温
加
補
疋
す
る
所
あ
ら
ん
と
す
。て

昭
和
+
年
度
の
試
験

て

試

験

の

直

別

試
験
地
を
菱
作
跡
、
及
び
凶
作
跡
に
設
け
て
、
各
を
弐
の
四
種
に
区
別
し
た
り
。

甲
、
委

作

錫i



ィ
、
普
通
苗
を
三
本
植
に
て
、
縦
横
九
寸
に
植
ゑ
付
け
た
る
も
の

(
標
準
、

cv

ロ
、
寄
苗
を
一
一
株
植
A

品
息
調
苗
三
本
b
E

一
一
抹
と
し
て
擁
ゑ
付
け
た
る
も
の
V

に
て
、
縦
九
寸
、
横
四
寸
五
分
に

植
ゑ
付
け
た
る
も
の

(

一

)

ハ
、
晩
化
苗
を
九
本
植
に
て
、
縦
績
九
寸
に
植
ゑ
付
け
た
る
も
の

《一一》

-
一
、
晩
化
苗
を
九
本
植
に
て
、
縦
九
寸
、
横
四
寸
五
分
に
植
ゑ
付
け
た
る
も
の

(

一

二

)

乙
、
商

跡

作

.ィ
、
寄
苗
b
E

一
株
徹
(
最
初
苗
三
本
を
一
株
と
し
て
植
付
け
た
る
株
V

縦
績
九
寸
に
植
ゑ
付
け
た
る
も
の

(掴輩、

cv

え
寄
首
を
一
一
株
植
(
最
初
苗
三
本
一
株
)
縦
九
寸
、
積
回
寸
五
分
に
植
ゑ
付
け
た
る
も
の

ハ
、
晩
化
苗
を
九
本
植
、
縦
横
九
寸
に
植
ゑ
付
け
た
る
も
の

〈

一

v

。一》

昌
、
晩
化
苗
を
九
本
植
、
縦
九
寸
、
横
凶
寸
五
分
に
植
ゑ
付
け
た
る
も
の

円一一一
V

右
各
医
の
権
付
時
期
に
つ
き
て
は
後
に
記
さ
ん
と
す
。

一
区
は
、
縦
横
九
寸
植
に
於
て
は
、

一
列
二
十
二
特
に
℃
八
列
と
去
し
、
縦
九
寸
横
四
寸
五
分
植
に
於
て
は
、

一
列
四
十
三
株
八
列
に
た
し
て
、
各
匝
の
大
さ
は
一
一
一
・
九
四
.
昨
に
相
賞
し
た
り
。

叉
阪
割
配
置
は
弐
の
如
く
た
し
て
、
十
回
反
覆
し
た
り
。

二

、

苗

の

仕

立

方

栢
の
短
期
諸
情
と
し
て
の
晩
化
法

1 

八
五



稲
の
短
期
栽
渚
と
し
て
の
晩
化
法

八
六

-
石
の
試
験
に
供
せ
し
稲
は
吉
神
二
披
に
し
て
、
そ
の
首
の
仕
立
方
は
共
の
如
し
。

〈
イ
V

普

通

ー・・-回

大
正
十
年
五
月
二
日
に
浸
種
し
、
五
月
八
日
に
坪
賞
三
合
の
粗
種
子
を
播
種
す
。
肥
料
は
坪
首
棉
貨
粕
一
五

O
匁
、
過
燐
酸
石
友
一
五

O
匁、

硫
酸
加
里
四
五
匁
、
硫
安
三

O
h地
(
迫
肥
V

を
用
ふ
。
六
月
廿
九
日
に
三
本
植
に
て
挿
挟
し
た
り
。

〈

ロ

)

2害

苗

普
通
苗
と
同
様
に
作
り
、
六
月
廿
九
日
に
苗
を
抜
き
取
り
て
、

一
株
三
本
宛
に
て
、
縦
横
三
寸
の
株
聞
に
て
鍛
植
す
。
か
く
し
て
仕
立
て

た
る
苗
を
七
月
廿
三
日
に
、

一
株
植
に
て
本
田
に
挿
換
す
。
寄
苗
床
は
・
本
間
の
面
積
の
九
分
の
一
を
要
す
。

ハ
ハ
〉

晩

イじ

苗

晩
化
栽
培
用
の
苗
を
簡
単
に
晩
化
首
と
稽
す
。
六
月
十
五
日
に
浸
種
し
、
同
十
七
日
に
坪
首
ニ
合
一
句
の
割
に
て
播
種
し
た
り
。
施
肥
は

坪
営
菜
種
油
粕
七

O
h地
、
過
燐
酸
一
合
次
五

O
h端
、
木
友
一
升
‘
硫
安
五
匁
《
追
肥
V

な
り
。
七
月
二
十
三
日
に
九
本
植
に
て
本
聞
に
挿
換
し

た
り
。

三
、
本

回

(
試
験
地
)

委
作
跡
地
は
普
通
の
如
く
整
地
し
、
之
に
肥
料
と
し
て
、
堆
肥
一

O
O貫
、
豊
年
大
豆
粕
一
五
貫
、
硫
安
七
賞
、
過
燐
酸
石
友
九
貫
、
硫

酸
加
里
一
ニ
・
五
買
を
施
し
た
り
。

繭
作
跡
地
は
無
肥
料
と
た
し
、
別
に
整
地
を
な
さ
や
し
て
、
先
の
尖
れ
る
棒
に
て
孔
を
穿
ち
て
、
苗
を
植
付
け
た
り
。

四
、
供

試

同
OJ:I 

種



寄苗と晩化首の比較第一表

20様の
乾電

却探の
生 璽|章治l重主盤丈主事r，n の苗

格 gE 
m 8-9 6.1 

cm 
51.4 苗〈苗3本1様〉寄

24.7 142 6-7 9.7 35.6 晩化苗(苗9本 1稼〉

ヨ宅

• 冨|出糊 |棚 |草丈|分蜘l倒伏

月9.1日2 月11.1日2 
cm 

iII 標ij!! (0) 118.6 18.9 ー

作 寄苗〈ー〉 9. 13 11. 13 109.5 12.6 + 
跡 晩化苗 Cニコ 9. 16 11. 16 鈎.5 25.8 一
地 11 〈三〉 9. 16 11. 16 96.1 14.9 一

前 標 E陸。く0) 9. 11 11. 11 110.7 16.9 ー

作 寄与 苗 〈ー〉 9. 12 11. 12 110.8 1Q.4 ++. 
跡 晩化苗 E二〉 9. 14 11. 14 旬.5 22.2 一
地 11 〈三〉 9. 14 11. 14 1∞8 14.8 ++ 

調育生第二表

穏
の
短
期
一
い
埼
と
し
て
の
晩
化
法

吉
…
肺
二
競
を
試
験
に
供
せ
り
。

五
、
生

育

調

議

七
月
廿
一
一
一
日
〈
挿
秩
時
V

に
寄
苗
と
晩
化
首
と

。此標績は書写箇、ーは倒伏せず.+は倒伏す、++1主多〈倒伏す。

を
比
較
し
た
る
に
、
寄
苗
は
晩
化
苗
に
比
し
て

事
丈
の
↓
へ
た
る
は
勿
論
、
分
襲
も
大
な
る
は
言

ふ
迄
も
な
し
。
さ
れ
ど
寄
苗
は
一
株
一
一
一
本
植
な

る
に
‘
晩
化
苗
は
九
本
植
な
る
故
に
、

一
株
の

童
数
は
晩
化
苗
に
於
て
↓
へ
た
り
。
そ
の
比
較
敷

は
第
一
表
の
如
し
。
普
通
苗
に
つ
き
て
は
別
に

調
官
官
せ
歩
。

次
に
出
穂
期
、
成
熟
期
、
草
丈
、
分
襲
、
倒

伏
等
に
つ
き
で
調
脊
せ
し
結
呆
は
、
第
二
衰
の

如
し
.

第
二
表
に
よ
れ
ば
‘
要
作
跡
地
に
て
は
、
晩

化
苗
は
標
準
(
普
通
苗
〉
に
比
し
て
、
出
穂
並
に

成
熟
が
四
日
渥
れ
、
草
丈
は
小
、
分
襲
は
株
間

1¥ 
七



お
の
短
期
設
は
唱
と
し
て
の
穂
佑
践

九
寸
×
九
寸
の
場
合
は
也
ヘ
、
九
寸
×
四
寸
五
分
の
場
合
は
小
た
り
し
.
倒
伏
に
就
き
て
は
同
じ
‘
又
臨
略
化
苗
b
L
寄
苗
に
比
較
す
る
も
、
大
組
閣

~ 

^ 

右
に
同
巴
〈
し
て

寄
骨
肉
は
北
H

誼
苗
左
晩
化
首
と
の
中
間
に
あ
り
。

共
に
繭
作
跡
地
に
就
き
て
見
あ
に
、
晩
化
首
は
卑
同
市
に
比
し

τ、
出
穂
並
に
成
熟
が
二
、
三
日
埋
れ
、
事
丈
は
小
、
分
聴
は
明
文
な
り

-H

雨
跡
地
の
結
果
は
一
致
し
て
、
晩
化
苗
を
普
通
苗
又
寄
苗
に
比
較
す
る
に
、
出
棺
及
び
成
熱
期
が
一
一
一
、
四
日
遅
れ
、
草
丈
は
小
な
る
が
、

一
株
の
分
葉
教
は
反
っ
て
大
注
り
。
倒
伏
に
つ
き
で
は
業
員
な
し
.

↓
株
に
九
本
植
ー
と
な
す
開
係
上
、

晩
化
苗
に
よ
る
栽
培
期
間
短
縮
献
況
を
見
れ
ば
武
の
如
し
・晩

ル
刊
筒
之
の
麓

褒
作
跡

目・--.
理寄霊
歯車E酋
r、Fヘ r、、
ニー G

同
省
首
(
一
)

間
作
跡
内

戸
税
何
蔚
(
ニ
)
(
30

備
選
よ
り
成
働
側
迄
の
日
数

ご
八
八
日

(
+
)
一
一
一
六
日

(
+
)
一
コ
七

園
開
摂
よ
り
成
熟
湿
の
目
敏

晩
ル
刊
箇
と
の
差

ご
八
九

こ
さ

ご
八
七

(
+
)
一一一七

二
早
大
目

門
・
〒

ν
=
c目

一五
O

一
ー
一一一

(

一

)

}
一
六

内

一

)

一ー

一
一一→ 

備
考
《
+
可
は
晩
化
苗
の
生
育
回
数
が
他
の
苗
よ
り
も
短
織
ぜ
ら
れ
し
き
ず
吊
し
、

cv.は
題
国
軍
ぜ
ら
れ
し
ゃ
禾
寸
な
b
。

一
「
四

右
の
如
〈
、
奈
作
跡
地
b
z
ば
、
晩
化
栽
培
に
な
せ
ば
、
播
種
よ
り
成
熟
迄
の
金
生
育
日
敢
に
於
℃
、
脅
迫
苗
議
に
寄
苗
に
比
し
去
十
六
、
七

日
短
縮
せ
ら
る
。
又
挿
挟
後
の
日
数
乞
見
る
も
、
晩
化
苗
は
普
通
商
に
比
し

τ二
十
日
生
育
期
聞
が
短
か

-K
そ
れ
故
に
生
宙
開
期
閣
短
縮
の

効
果
は
犬
な
り
と
一
五
ふ
ベ
し
。
唯
繭
作
跡
地
の
如
く
晩
化
苗
と
寄
荷
と
を
同
時
に
掃
秩
す
れ
ば
、
寄
苗
が
ご
、
=
一
日
刊
早
く
成
熟
す
る
を
認
め

た
り
。
さ
れ
ど
寄
苗
拡
幅
情
種
よ
り
挿
棋
盤
に
長
き
期
聞
を
要
し
た
る
放
に
、
を
の
聞
の
手
数
を
妥
せ
し
と
と
甚
だ
大
な
U
。



米の牧量並iζ性快調寮

.米反牧営玄量 号た令る室吹芯鐙差異~ I 千粒璽 I脅1/4引車且重~I dd 寅

3石.324 
宮

215.1 中

司戸 商:ー〉 2.931 -11.泊土0.f1l7i 22.39 216.2 中下o号米多し〉
姿跡地

2.095 -35.97土Q.6?3 22.63 216.3 中下〈晩化首fニ〉 " 〉
x、" (三3 2.釦5 -29.79土0.780 24.19 212.8 中下〈 H 〉

標 酔【03 ZzZ2a8朝回3皿8虫751lj1 +-+2Z白77必血56土-土土1 E臨

216.1 中

害事 苗fー)I 3.025 I +27.86:tl3Z I 23.62 217.3 中下
，跡地

217.1 中(青米多し〉晩化苗C二)I 2.300 ! -2.75::1::1.29'7 I 23.57 

" (三)I 2.687 I +12.85::1::0.76 I 23.65 217.5 中〈 " 〉

第四 表

積
の
短
期
裁
簡
と
し
て
の
暢
化
法

×此標tf!H主苦宇宙雪を周ゆ。反禽玄米吹置は第三表により「扱百耳切米総重量より

得る玄米量」を基となし、 19':1トルをE合5句として計算して出せり。

六
、
牧

量

枇
量
調
奈
は
第
三
表
の
如
し
。
此
第
三
表
に
よ
り
て
玄
米
牧
量
を
計

算
し
、
併
せ
て
米
の
品
質
そ
調
査
し
た
る
結
巣
は
第
四
表
の
如
し
。

安
作
跡
地
に
つ
き
で
、
晩
化
苗
の
米
の
牧
量
を
普
通
十
聞
に
比
す
れ
ば

牧
量
に
於
て
約
一
守
一
分
の
一
を
減
じ
、
寄
十
闘
に
比
す
る
も
茜
し
く
劣
れ
る

を
認
め
た
り
。
又
繭
作
跡
地
に
つ
き
て
見
る
も
、
同
じ
株
聞
の
匿
を
比

較
す
れ
ば
、
晩
化
首
は
寄
苗
よ
り
も
牧
量
劣
れ
り
。
敢
に
一
般
に
牧
量

に
於
て
は
晩
化
首
は
普
通
商
裁
に
寄
サ
聞
に
比
し
で
劣
れ
り
と
一
再
ふ
ペ

k

叉
米
の
品
質
を
比
較
す
る
に
、
晩
化
首
の
米
は
北
円
泊
首
の
米
に
比
し

て
、
育
米
多
く
、
矯
め
に
品
質
劣
れ
る
が
、
千
粒
重
及
び
容
積
重
に
が
、

て
は
敢
て
小
伝
り
と
断
定
し
難
き
が
如
し
。
晩
化
首
の
米
を
寄
苗
の
米

に
比
す
れ
ば
、
品
質
に
於
て
大
義
な
き
が
如
じ
。

七
、
結

県

以
上
の
調
書
に
よ
り
て
明
か
な
る
如
く
、
妻
作
跡
地
に
晩
化
栽
培
を

念
せ
ば
、
栽
培
期
聞
を
短
縮
し
、
播
種
期
よ
り
成
熟
期
迄
の
聞
に
て

十
六
日
、
挿
税
制
端
よ
り
成
熟
期
迄
の
聞
に
於
て
二
十
日
伝
短
縮
せ
る
故

八
九



砲
の
短
期
哉
は
唱
と
し
て
の
喚
佑
法

に
、
短
期
栽
培
と
た
る
を
認
む
れ
ど
、
そ
の
米
の
牧
量
に
於
て
三
割
飴
を
減
じ
、
且

ο朱
質
が
慈
し
き
放
に
、
此
催
に
て
は
栽
培
の
債
値
な

九
O 

し
と
云
ふ
ぺ
〈
、
寄
苗
植
に
思
す
る
も
晩
化
栽
培
は
牧
量
少
な
し
。

叉
暗
闇
作
跡
に
従
来
の
如
く
寄
苗
b
z

植
ゆ
る
も
の
に
比
す
れ
ば
、
播
種
期
よ
り
起
算
す
れ
ば
、
成
熟
期
迄
の
聞
に
三
十
七
日
乞
短
縮
す
る
の

効
呆
あ
り
。
同
時
に
掃
柚
伏
す
れ
ば
、
成
熟
が
晩
化
苗
に
於
て
二
日
遅
る
れ
ど
、
短
期
栽
培
の
効
果
は
十
分
な
り
。
而
し
て
牧
量
に
於
て
は
寄

首
に
比
す
れ
ば
晩
化
首
は
梢
々
劣
れ
り
。
故
に
牧
量
の
結
に
於
て
晩
化
栽
培
の
慣
値
は
十
分
た
ら
?
と
一
耳
ム
ペ
し
。

=
、
昭
和
+
一
年
度
の
試
験

一
、
試
験
の
匝
別

前
年
度
書
賞
作
跡
地
の
試
験
に
同
じ
。
但
し
一

一極
の
犬
さ
を
、
縦
横
九
寸
の
場
合
に
三
十
二
株
十
列
〈
七
二
六
時
V

と
な
し
、

八
回
反
復

試
験
し
た
り
。
賞
年
は
繭
作
跡
地
無
か
り
し
放
に
、
閣
跡
試
験
b
z
行
は
ざ
り
し
。

二

、

苗

の

仕

立

方

前
年
度
の
試
験
に
同
じ
。

一
二
、
本

問

整
地
施
肥
、
挿
棋
は
前
年
に
同
じ
。

問
、
供

試

ロ
ロロ

種

前
年
に
同
じ
く
吉
紳
二
競
芝
府
ふ
。



空量

試駿地|試験甑 |出穏期|成熟期|草

9月.7 日 10.月30日
cm 。

褒 標 E告Cc) 116土0.28

事酋くー〉 9. 7 10. 31 111~0.25 ー
跡

晩化首〈二〉 9. 9 11. 1 104土0.26 22.2土0.13 一
地 " 〈三〉

9. 9 11. 1 1悶土0.15 邸土。10I 一

調育生第五表

五
、
生

調

在

育

委
作
跡
地
に
於
け
る
生
育
を
観
察
し
た
る
に
、
寄
苗
直
は
晩
化
直
に
比
し
て
生
育
茜
だ
旺
盛
に
し
て

藁
色
も
襲
〈
、
一
見
し
て
良
好
な
る
が
如
き
を
認
め
た
り
。
向
そ
の
他
の
調
高
結
果
は
第
五
衰
の
如
し
。

第
五
表
に
よ
れ
ば
、
晩
化
首
が
普
通
商
に
比
し
て
出
穂
及
び
成
熟
に
於
て
二
日
遅
れ
た
れ
ど
、
矯
種

期
並
に
挿
秩
期
よ
り
起
算
し
た
る
目
散
を
比
較
す
れ
ば
、
晩
化
市
は
著
し
く
短
期
栽
培
た
り
。

試

図

播
種
よ
り
成

熟
迄
の
日
敏

一
七
五
日

国
押
狭
よ
り
成

熟
泡
の
日
数

一一
-z
一日

(
十
)
二
二
日

晩
ル
刊
酋
と
の
差

晩
化
酋
と
の
差

験

ハ
+
〉
一
一
一
八
日

普

苗
ハ
G
〉

遁

寄

苗
(
一
)

一
七
六

(+)一一一九

(

一

)

一O
O

。

晩

化
苗
(
二
)
へ
一
一
一
ぜ

二一一七

備
考

〈
+
)
は
晩
化
栽
摘
に
路
し
て
日
数
の
多
き
そ
示
し
‘

(
-
)
は
少
ぎ
を
示
す
。

1).ーは倒伏せず

右
の
如
く
晩
化
+
闘
の
矯
め
に
、
生
育
日
敷
の
短
縮
は
、
播
種
よ
り
起
算
し
て
三
十
八
日
、
挿
秩
よ

P

組
算
し
て
二
十
二
日
た
り
。
寄
苗
に
比
し
て
播
種
よ
り
起
算
す
れ
ば
三
十
九
日
短
縮
し
た
れ
ど
、
挿
秩

を
同
時
に
す
れ
ば
反
っ
て
一
日
遁
れ
た
り
。
此
の
開
係
は
前
年
の
結
巣
に
全
く
同
じ
。

六
、
牧

量

牧
量
調
背
骨
の
結
果
拡
第
六
衰
の
如
し
。
第
六
表
よ
り
し
て
玄
米
牧
量
を
計
算
し
、
且
つ
品
質
に
つ
き

調
官
官
し
た
る
結
巣
は
第
七
衰
の
如
し
。

稽
の
短
期
栽
指
と
し
て
の
晩
化
法

九



米の牧量立主に性吠調盗

塁~ ff跡地

第七表

穏
の
短
期
栽
橋
ー
と
し
で
の
場
化
法

試験直 反枚宮古玄米置 標たな準しるを之枚I蜜に聞差.lt豊とし -.の 玄千粒米重 容品重
粒敏 1 j4lji:kg 

標糧(0) 3石.101 ー 回.3 おg.64 21R 5.8 

寄箇(-) 3.110 + 1.88土1.16 66.7 23.叩 215.5 

晩化苗〈二〉 2.413 -21.26土1.211 63.6 22.∞ 215.0 

" て=:!) 2.回5 - 7.92土1，24 54.1 22.25 214.0 

丸

第
七
去
に
よ
れ
ば
、
晩
化
苗
を
標
準
に
比
す
る
に
、
牧
量
に
於
て
大
に
劣
れ
る
を
認
む
。
と
れ

は
主
と
し
て
一
穂
の
粒
般
が
甚
だ
少
き
に
原
因
し
、
併
せ
て
千
粒
重
の
小
な
る
に
因
る
念
り
。
前

年
の
試
験
に
於
て
も
、
晩
化
苗
に
於
て
牧
量
が
大
に
減
ぜ
し
を
認
め
た
る
が
、
前
年
程
の
差
異
無

-
奪
も
、
晩
化
苗
は
減
収
を
楽
た
す
と
と
は
碓
貨
危
り
。
故
に
此
僚
に
て
は
晩
化
栽
培
を
通
用
す
る

と
と
不
能
と
云
ふ
.m
し
.

定
早
聞
は
標
準
・
に
比
し
て
殆
ん
ど
牧
量
に
差
無
ぎ
を
認
め
た
D
。
固
定
は
一
穂
の
粒
数
並
に
千
粒
重

に
於
て
劣
り
た
る
も
、
株
数
が
二
倍
と
訟
れ
る
放
に
、
結
局
牧
量
に
於
て
差
異
な
か
り
し
と
見
る

ベ
し
。

七
、
結

果

本
年
度
の
萎
作
跡
の
結
呆
を
見
る
も
前
年
に
同
巴
』
¥
晩
化
苗
は
普
通
苗
に
比
し
生
育
期
聞
は

播
種
期
よ
り
起
算
す
れ
ば
三
十
八
日
、
挿
換
期
よ
b
起
算
す
れ
ば
二
十
二
日
短
縮
せ
ら
れ
た
る
が

牧
量
は
依
然
と
し
て
一

i
二
割
の
減
少
な
る
故
に
、
此
ま
h

に
て
は
晩
化
栽
培
の
偲
植
な
し
と
云

ふ
ぺ
I
1
寄
苗
b
z

九
寸

x
四
寸
五
分
に
植
ゑ
し
も
の
は
、
普
通
苗
に
比
し
て
生
育
期
附
も
牧
量
も

殆
ん
va差
異
・
な
き
を
見
た
る
は
、
前
年
と
鞘
h

趣
を
副
択
に
せ
る
所
な
h
p
e

三
、
昭
和
+
ニ
年
度
の
試
験



一
、
試
験
の
匝
別

昭
和
十
年
度
の
蘭
作
跡
の
稿
栽
培
に
準
じ
て
、
共
の
如
く
試
験
直
を
設
け
た
り
。

4
、
寄
苗
ハ
最
初
苗
三
本
V

に
た
せ
し
株
を
縦
横
九
寸
に
植
付
け
た
る
も
の

ハ
標
準
C
W

回、

一寄
首
株
を
般
九
寸
、
横
山
寸
五
分
に
腐
植
し
た
る
も
の

《

一

v

で
晩
化
苗
を
九
本
植
‘
縦
横
九
寸
に
植
ゑ
付
け
た
る
も
の

《

一

}
しV

て
晩
化
首
を
九
本
権
、
鍛
九
寸
、
償
問
寸
五
分
に
密
値
し
た
る
も
の

〈一二
V

各
阪
は
五
郎
六
合
絵
、
九
寸
植
に
て
こ
五

O
株
(
各
列
二
五
株
一

O
列
て
縦
九
寸
償
問
寸
五
分
植
に
て
・
四
九
O
株
【
各
列
同
九
株
一

O
列
〉

さ
止
し
、
八
回
反
賓
と
も
叫
し
た
り
。

二

、

首

の

仕

立

方

寄
苗
の
矯
種
期
は
五
月
十
日
に
し
て
、
査
庁
四
日
よ
り
浸
種
し
た
る
・も
の
を
、
町
営
一
-
一
合
に
播
下
し
た
り
。
七
月
一
-
百
従
事
て
、
一
一
示

宛
を
一
株
に
注
し
て
蝦
植
じ
た
り
。

叉
暁
化
首
は
一
日
傘
浸
種
し
て
、
六
月
十
五
日
ほ
.
咋
常
二
二
合
に
播
種
し
て
作
り
た
る
苗
を
。
九
本
宛
一
線
に
註
し
て
挿
換
し
た
・9

・

営
年
は
一
一
般
に
嬬
種
及
び
挿
挟
期
が
例
年
よ
り
遅
延
せ
り
。

苗
代
の
整
地
品
目
測
は
以
前
の
方
法
に
準
擁
し
た
る
は
勿
論
・
な
り
。

一
ニ
.
本

開

円
試
胎
地
V

試
験
地
は
蘭
作
跡
地
に
し
て
、
そ
の
栽
培
法
は
前
年
に
同
じ
く
し
て
、
尖
-闘
の
棒
に
て
繭
刈
取
の
肘
面
に
孔
を
穿
ち
℃
、
苗
b
E

挿
入
す
る

割
問
の
帰
郷
隷
埼
と
し
て
の
晩
化
法

九



稲
の
短
期
設
矯
と
し
て
の
晩
化
法

方
法
に
よ
り
た
り
。
無
肥
料
と
す
。

何
・
品
も
七
月
二
十
五
日
に
本
川
に
挿
秩
し
た
り
。

四
、
供

品

種

試

吉
榊
ニ
蹴
を
試
胎
に
供
し
た
り
。

五
、
生

育

祝-

乎F

生
育
の
概
況
を
述
ぺ
ん
に
、
寄
苗
は
晩
化
苗
に
比
し
葉
色
浪
し
。
何
れ
の
場
合
も
二
段
に

出
穂
し
た
る
が
、

殊
に
晩
化
苗
に
著
し
か
り
し
.
立
毛
の
観
察
に
て
は
、
寄
苗
が
晩
化
苗
に

膨
れ
り
。
九
月
十
一
日
に
暴
風
雨
に
際
・
凸
凹
し
た
る
が
、
寄
苗
直
は
恰
か
も
此
日
が
出
棚
常
日

た
り
し
矯
め
、
欄
及
び
粒
先
の
赤
く
な
れ
る
も
の
多
し
。
然
る
に
晩
化
首
は
此
容
を
菟
か
れ

た
り
。共

に
普
通
植
と
密
植
と
を
比
較
す
れ
ば
、
密
植
阪
は
何
れ
の
場
合
も
普
通
阪
に
比
し
て
葉

色
は
挟
し
。
密
植
匿
に
は
倒
伏
b
L

見
た
り
。
殊
に
晩
化
苗
に
甚
し
か
り
し
。

一
般
に
密
植
直

は
偶
々
梢
平
冷
多
雨
の
矯
め
に
遅
れ
穂
の
成
熟
が
悪
し
く
し
て
、
稲
重
の
み
増
加
し
て
、
敬
重

の
増
加
が
茜
だ
少
き
が
如
く
見
え
、
昭
和
十
一
年
の
数
字
と
著
し
く
異
れ
る
結
刷
取
を
得
た
り
@

右
生
育
調
官
官
の
結
呆
は
um八
衰
の
如
し
。

第
八
表
に
よ
れ
ば
、
晩
化
苗
は
寄
苗
に
比
し
て
出
稿
期
が
九
日
又
は
十
目
、
成
熟
期
が
二

:lL 
四

在

試 M 区 l出穏期|成棚 |縛長桝|分 葉数 |倒伏禁色

周目
1PJlMZω 附土0.20作し滋番号笛普通構(0) 9， 11 

書宇宙密植仁一〉
x(910-12 12〉

11. 15 183.46土0.22110.97土0.l3精著し 淡

晩化苗嘗遁槌(士一〉
。91.-2013〉

11. 17 179.12::1:0 γ 27::1:0.18 無し糊

晩化苗密植〈三〉
〈196.-2220〉

11. 18 182.85土0.26115.26.::1:0.20 倒可なるり 淡問
(17-22) 

調育生第八表

H 出.Mli.二段になりて箔DII内の如〈早きものと晩きものとあり。

)()(本年Ii.課長を測れり。放に例年に比し'C.長丈け短かし。

備考



勿
論
晩
化
首
に
よ
る
栽
培
期
聞
は
短
縮
せ
ら
る
h
も
の
に
し
て
、
そ
の
日
数
は
弐
の
如
し
・

l
三
日
遅
れ
た
り
。
之
を
十
年
度
の
試
験
に
比
す
れ
ば
、
晩
化
首
の
出
穂
期
の
遅
延
が
大
た
る
も
、
成
熟
期
に
於
て
雨
年
度
に
於
て
敢
て
差

異
無
か
り
し
。
叉
稗
長
に
於
て
は
晩
化
苗
の
短
か
き
と
と
前
身
年
の
試
験
に
同
じ
。
分
襲
敢
に
於
て
は
晩
化
首
が
常
に
多
し
。
こ
れ
亦
前
k

年
の
試
胎
に
同
じ
。
倒
伏
の
枇
況
も
前
k

年
・
の
結
倒
取
に
同
じ
。

要
之
、
蘭
作
跡
地
に
於
け
る
従
来
の
寄
苗
と
晩
化
苗
と
の
結
岡
市
を
比
較
す
る
に
、
晩
化
苗
は
出
稿
期
並
に
成
熟
期
遁
れ
、
又
本
文
短
け
れ

E
分
藁
は
大
な
り
。
但
し
分
襲
の
犬
怠
る
は
一
株
の
苗
の
散
が
多
き
矯
め
な
り
。
倒
伏
に
就
き
で
は
雨
者
聞
に
差
異
無
し
。

搭
種
よ
り
成
熟
迄
の
日
倣

晩
ル
刊
箇
と
の
差

画
開
模
よ
り
成
熟
迄
の
日
放

晩
化
首
と
の
差

寄
苗
曲
官
遜
植
(

G

)

ご
八
九
日

(
+
〉
二
四
日

一
一
一
二
日

(
一
一
〉
二
日

申
前
首
密
纏
〈
一
)

一
八
九

(
+
〉
二
二

一一{ 

一一

〈
一
一
〉
一
=

略
化
箇
普
通
植
ハ
二
)

一
六
五

一
一
五

晩
化
首
園
田
構
内
一
一
一
)

一
六
七

一一占ハ

備
考

ハ
+
)
は
寄
箇
が
由
明
化
首
に
比
し
て
臼
般
の
多
き
を
示
す
。

前
去
の
如
く
晩
化
苗
b
L
寄
首
に
比
較
す
れ
ば
、
播
種
よ
り
成
熟
迄
の
金
成
育
期
聞
に
於
て
ニ
ニ
!
二
四
日
短
縮
せ
ら
れ
た
り
。
只
同
時
に

掃
秩
ず
る
時
は
成
熟
は
二

l
一
ニ
日
遅
る
と
と
前
に
も
述
ペ
た
る
が
如
し
。
さ
れ
ば
晩
化
苗
を
用
ふ
る
は
、
金
生
育
期
聞
を
短
縮
し
て
勢
費
を

節
減
す
る
と
と
に
於
て
は
効
呆
あ
り
と
云
ふ
。
而
し
て
此
事
賓
は
十
年
度
の
試
験
に
於
て
も
見
た
る
底
な
り
。

六
、
牧

量

牧
量
調
森
山
の
結
果
は
第
九
衰
の
如
し
。

酒
の
短
期
義
雄
唱
と
し
て
の
娩
化
法

九
五
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第十 表米の牧量並i亡性AA:調予三

蘭作跡

試 量産 回
[;  ~反E| i;:ご増減す 玄千粒米重 Il容1積升宣重 I ロ口ロ 質

2石.315 
% 

包胃.22 
kJ1: 

寄箇普通植(0) 一 1.515 一
寄箇密植〈ー〉 2.3印 +0.55土1.01 23.20 1.509 一
晩化菌普通植〈二〉 2.376 +2.70::1:1.泊 23ド.77 1.519 育米多し

晩化苗浴槽〈三〉 2.仰5 十4.15土1，67 23.67 1.512 育米多し

沼
の
短
期
援
措
と
し
て
の
晩
化
説

第
九
表
よ
り
し
て
、
反
営
牧
量
を
算
出
し
て
、
標
準
に
封
ず
る
比
較
数
を
出
し

τ第
十
表
に
描

げ
た
り
。
同
時
に
玄
米
の
性
欣
を
調
在
し
て
表
に
示
し
た
り
。

反
首
牧
量
に
於
て
は
、
寄
首
と
晩
化
苗
と
の
聞
に
著
し
き
差
異
は
認
め
ら
れ
ざ
る
も
、
砲
化
首

を
植
ゑ
し
時
に
牧
量
が
少
し
く
多
き
が
如
く
見
ゆ
。
と
れ
は
寄
植
に
於
て
は
花
期
が
恰
か
も
暴
風

に
合
ひ
し
骨
締
め
た
り
@
十
年
の
試
験
に
て
は
寄
苗
よ
り
も
晩
化
に
於
て
牧
量
が
劣
り
た
る
が
如
し
。

千
粒
重
を
比
較
す
る
に
、
晩
化
苗
の
場
合
に
粒
が
大
な
り
し
。
叉
容
積
重
も
晩
化
苗
に
於
て
大
な

り
し
。
是
等
の
事
貨
は
前
回
に
於
て
も
認
め
た
り
。
そ
れ
故
晩
化
苗
に
て
作
り
し
米
は
粒
が
大
に

な
り
℃
充
賞
す
る
も
の
と
一
五
ふ
ぺ
し
。
さ
れ
ど
育
米
を
多
く
混
合
す
る
放
に
品
質
は
必
や
し
も
可

訟
ら
や
。

七
、
結

果

以
上
の
結
果
を
綜
合
す
る
に
、
明
作
跡
に
稲
を
植
ゆ
る
場
合
に
、
従
来
の
寄
苗
を
用
ふ
る
代
り

に
晩
化
背
ヒ
用
ふ
る
時
は
、
播
種
よ
り
成
熟
迄
の
期
聞
に
於
て
二
十
二
日
或
は
そ
れ
以
上
を
短
縮

し
、
し
か
も
日
成
熟
期
は
僅
か
に
二
、
一
二
日
遅
る
L
に
過
ぎ
ざ
る
故
に
、
努
力
の
節
約
上
よ
り
す
れ

ぱ
晩
化
苗
の
有
効
な
る
と
と
明
か
た
り
。
又
牧
量
に
於
て
は
、
今
年
は
恰
も
暴
風
の
矯
め
開
花
期

の
遅
れ
し
晩
化
苗
に
於
て
被
害
少
な
か
り
し
放
に
、
晩
化
苗
直
に
於
て
反
っ
て
大
に
し
て
、
粒
の

大
さ
及
容
禎
重
も
大
な
る
を
見
た
り
。
只
銑
賄
と
見
る
べ
き
は
、
晩
化
苗
に
於
て
依
然
育
米
の
多

九
七



指
の
短
剣
緩
慢
と
し
て
ゆ
腐
化
H
E

先島
氏

か
り
レ
事
た
り
。

圏
、
考

察

以
上
三
年
の
試
験
は
‘
決
し
て
十
分
に
確
貨
な
る
結
果
を
得
た
る
に
あ
ら
ぢ
れ
ど
、
般
に
そ
の
結
同
市
に
就
き
て
考
察
ぞ
試
み
ん
と
す
。
而

し
て
普
通
の
場
合
と
じ
て
小
委
作
跡
地
と
、
特
殊
の
場
合
と
し
て
硝
作
跡
地
と
に
。
き
て
、
別
k

に
考
究
せ
ん
と
す
。

同

て

相

変

作

跡

地

安
作
跡
地
に
稲
を
作
る
前
に
、
品
問
機
楽
の
釦
書
留
短
期
作
物
b
L
作
る
場
合
乞
想
定
し
て
、
挿
秩
を
成
る
可
く
遁
く
し
て
、
稲
ゲ
』
作
る
時
は
果

し
て
成
熟
期
及
牧
量
に
如
何
友
る
影
・
醤
を
及
ぼ
ず
か
b
t

見
る
に
共
の
如
し
。

生
育
期
間
(
栽
培
期
間
)

萎
作
跡
地
に
所
輯
晩
化
苗
を
植
ゑ
吃
、
晩
化
栽
培
を
行
へ
ば
生
省
内
期
間
玄
短
縮
し
、
そ
の
結
巣
短
期
栽
培
に
念

る
と
と
は
明
ら
か
念
り
。
例
へ
ば
昭
和
十
年
、
十
一
年
の
試
験
に
於
て
、
普
通
栽
培
に
比
し
晩
化
栽
培
は
次
の
如
き
短
縮
を
'
馴
ら
し
た
り
。

昭
和
十
年

昭
和
十
二
年

策
覆
よ
り
成
塾
泊
の
期
間
短
縮

瞳
押
挟
よ
り
成
撚
迄
の
期
間
短
縮

三
六
日

一一一八日

二
O
日

ニ
二
日

右
の
如
く
晩
化
栽
培
に
よ
れ
ば
、
稲
の
生
育
期
間
並
に
栽
培
期
聞
を
大
に
短
縮
す
る
が
故
に
、
稲
の
短
期
栽
培
の
効
果
は
十
分
な
れ
y

と
云

ふ
ぺ
し
.

若
し
叉
、
寄
苗
に
た
し
世
を
た
る
稲
に
比
較
す
れ
ば
、
共
の
如
き
閥
係
に
あ
り
。



昭
和
十
年

昭
和
十
一
年

信
艦
よ
り
成
熱
迄
の
期
間
短
縮

櫨
押
回
収
よ
り
戒
塾
起
の
期
間
一
短
縮

一-一七日

一一一九日

(

一

)

日

(一一〉

日

帥
ち
寄
苗
に
比
す
れ
ば
、
生
育
期
間
に
於
て
晩
化
苗
は
三
七
l
一
一
一
九
日
を
短
縮
し
、
同
時
に
本
同
に
挿
秩
F
U
Q
時、

涯
る
a
A

に
過
ぎ
ざ
る
故
に
.
生
育
並
に
栽
培
期
間
よ
り
す
れ
ば
、
寄
苗
よ
り
も
晩
化
苗
に
な
す
の
、
短
縮
上
に
有
効
な
る
と
と
明
か
た
り
。

敬
量
及
米
質

一
ー
一
一
一
日
間
成
熟
が

4
m
に
米
の
牧
量
及
び
米
質
に
つ
き
で
の
結
呆
を
見
る
に
、
普
通
栽
培
を
標
準
と
な
し
て
晩
化
栽
培
の
牧
量
増
減
を
見
る
に

失
の
如
し
.

昭
和
十
年

昭
和
十
一
年

植

一
六
%
減

一OM
F減

二
一
%
減

晩

化

箇

瞥

湿

植

晩

化

苗

密

八
%
減

右
の
如
く
、
晩
化
苗
は
普
通
栽
培
に
比
し
て
、
著
し
き
牧
量
減
乞
見
る
の
み
な
ら
歩
、
向
そ
の
米
に
育
米
を
多
く
生
守
る
故
に
、
品
質
を

低
下
し
た
り
。
・
よ
り
て
惟
ふ
に
、
米
の
牧
量
及
び
米
質
よ
り
見
れ
ば
、
晩
化
栽
培
は
多
大
の
犠
牲
を
梯
ふ
と
と
を
認
む
る
な
り
。
か
く
の
如

く
晩
化
苗
に
於
て
牧
量
の
誠
や
る
は
.
稲
の
童
葉
の
成
育
の
割
合
に
、
穂
が
茜
だ
小
4
0
く
、
粒
放
が
少
く
、
且
粒
が
小
な
る
が
鴛
め
た
り
。

此
鮪
よ
り
見
れ
ば
、
と
の
俊
に
て
は
、
た
と
ひ
栽
培
期
間
宮
短
縮
す
る
も
栽
培
の
効
果
無
し
と
云
ふ
ペ
し
。
只
此
試
験
は
「
吉
一
脚
」
な
る
一

品
種
に
つ
き
て
の
み
な
る
故
に
、
若
し
油
営
-
な
る
品
種
を
選
べ
ば
、
或
は
牧
量
に
多
大
の
減
少
を
来
た
す
と
と
な
く
し
て
、
晩
化
栽
培
の
慣

値
あ
り
や
も
聞
り
雛
し
。
よ
り
て
略
化
遁
種
を
進
み
て
試
験
す
べ
き
必
要
あ
り
と
云
ふ
べ
き
か
。

晩
化
苗
を
寄
苗
に
比
す
る
に
、
等
し
く
晩
化
苗
が
寄
苗
に
比
し
て
牧
量
を
減
じ
た
り
。
例
へ
ば
弐
の
如
し
。

mm
の
短
期
裁
情
と
し
て
の
品
開
化
法

九
九



割
問
の
短
期
誘
活
と
し
て
の
晩
化
法

申
苛
箇
密
植

ててz 昭
三九w 和
O 三十
五一年

反
省
枚
量

晩
化
苗
由
田
植

反
常
枚
量

よ
り
て
牧
量
の
耕
よ
り
す
れ
ば
、
晩
化
苗
は
寄
苗
に
比
し
て
牧
量
少
な
き
も
の
と
云
ふ
ペ
し
。
さ
れ
ば
、
萎
作
跡
地
に
て
、
し
か
も
瓜
類

ー昭
=ミ石和
一十

O 年

二
、
ヘ
コ
一
五

8 

を
一
作
し
た
る
後
に
、
遅
れ
て
七
月
末
に
挿
換
す
る
場
合
に
、
米
の
牧
量
よ
り
す
れ
ば
、
晩
化
苗
よ
り
も
寄
苗
と
し
て
従
来
用
び
ら
れ
た
る

苗
革、を
丈、密
及、植
分、す
葉、る
致、を

可
と
す

草
丈
を
比
較
す
る
に
、
晩
化
苗
は
普
通
市
並
に
寄
首
に
比
す
れ
ば
常
陀
短
か
し
。
叉
八
守
護
に
於
て
は
蝿
ル
平
岡
は
一
株
の

多
し
。
以
上
の
聞
係
は
弐
の
如
し
。

苗
本
数
多
き
矯
め
に
、
九
寸
間
隔
に
て
植
ゑ
し
時
は
分
襲
散
は
多
し
。
さ
れ
"
と
密
植
の
時
は
少
し
。
但
し
寄
植
に
比
す
れ
ば
晩
化
苗
は
分
襲

掌

昭
和
十
年

丈
昭
和
十
一
年

曲
曾
遁
酋
普
通
植

(
標
猶
)

一
一
九
糧

一
一
六
糎

苗

密

一一

O

寄晩
化
苗
曲
官
遁
植 植

九
九

一O
四

晩

化

箇

密

纏

九
六

一
O
一一一

右
は
営
然
の
事
に
し
て
、
晩
く
播
き
、
晩
く
植
ゑ
た
る
場
合
は
、
そ
の
草
丈
は
短
か
る
べ
く
、
又
分
棄
も
小
な
る
べ
く
、
敢
て
疑
ふ
に
及

重量

分

昭
和
十
年

数
昭
和
十
一
年

ご
八
・
九

一
七
・
八

ご
一
・
六

一
一
・
六

二
五
・
八

一}一}・

一
四
・
九

一
三
・
五

九
州
地
方
に
て
行
は
る
L
晩
化
栽
培
に
て
は
、

草
丈
、

ば
ゃ
。
之
は
伺
犠
に
結
貨
に
も
彫
響
す
べ
く
、
矯
め
に
前
述
の
如
く
枇
量
を
減
や
る
・
友
り
。

批
量
も
多
き
が
加
く
云

粒
大
等
は
何
れ
も
槙
挫
・
に
比
し
て
勝
る
の
み
な
ら
歩
、



は
る
れ

E
も
、
倉
敷
に
て
の
栽
培
に
て
は
然
ら
ざ
る
を
認
む
。

之
を
要
す
る
に
、
岡
山
幌
地
方
に
て
は
、
所
謂
晩
化
栽
培
を
行
へ
ば
、
大
に
栽
培
期
間
を
短
縮
し
て
、
矯
め
に
努
費
を
節
約
し
得
れ
ど
也

之
が
鴛
め
に
米
の
牧
量
及
び
品
質
が
低
下
す
る
が
故
に
、
更
に
油
首
・
な
る
品
種
を
港
出
し
、
或
は
首
の
仕
立
方
に
就
き
て
新
規
に
改
良
す
る

に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
貸
際
に
遁
用
し
雛
し
と
一
五
ふ
べ
し
。

乙
、
繭

作

跡

地

岡
山
願
、
庚
島
腕
に
於
て
は
繭
草
を
多
く
作
る
が
、
そ
の
跡
地
に
従
来
寄
苗
を
挿
換
L
た
り
。
か
a
A

る
地
面
に
晩
化
首
を
植
ゑ
た
る
結
果

が
若
し
良
好
な
る
時
は
、
地
方
の
繭
利
大
た
り
と
云
ふ
ぺ
し
・
弐
の
結
果
に
つ
き
で
考
究
せ
ん
と
す
b

生
宙
開
期
間
(
栽
培
期
間
V

蘭
作
跡
に
は
寄
苗
を
用
ふ
る
を
普
通
と
す
る
が
故
に
、
之
を
標
単
と
し
て
、
之
に
晩
化
苗
を
用
ひ
た
る
場
合
を

比
較
せ
ん
に
、
そ
の
生
育
期
間
短
縮
は
弐
の
如
し
・

搭
種
よ
り
成
撚
迄
の
期
間
短
縮

昭
和
十
年

一一一七日

昭
和
十
二
年

ニニ
1
二
四
日

櫨
押
挟
よ
り
成
熟
迄
の
期
間
短
縮

(

一

)

二
日

(

一

)

ニl
=一日

(
一
)
は
晩
化
の
鴛
め
に
‘
反
っ
て
延
長
ぜ
し
こ
と
を
示
ず
。

寄
首
の
代
り
に
晩
化
首
を
用
ふ
れ
ば
、
金
成
有
周
期
聞
に
於
て
は
多
大
の
短
縮
に
た
り
て
努
貨
を
節
約
し
縛
べ
し
。
只
同
時
に
挿
品
伏
し
た
る

場
合
に
成
熟
が
二
、
コ
百
渥
る
れ
左
、
之
は
敢
て
問
題
脱
す
る
の
慣
値
な
し
。
よ
り
て
短
期
栽
培
の
見
地
よ
り
す
れ
ば
、
蘭
草
跡
に
晩
化
苗

を
牧、用
量、点、
及、る
米、と
質、と

壇
賞
と

~ 
点、
，、と

し

共
に
寄
首
と
晩
化
苗
と
に
Q

き
て
、
米
の
牧
量
及
び
米
質
を
比
較
す
れ
ば
共
の
如
し
。

稲
の
短
期
設
堵
と
し
て
の
晩
持
法

。



踊
帽
の
短
期
議
繍
ヤ
と
し
て
の
晩
化
法

寄
菌
、
普
遜
植

三石器
孟士
四 T

皮
常
枚
量

寄

箇

鱈

植

反
舘
牧
置

一三、
O
二
五

晩
化
箇
曲
官
遁
植

反
鴛
牧
鐙

二
、
言
。
。

晩
化
苗
風
間
植

反
鋲
牧
置

二
、
六
八
七

• 

。

一 昭
一t石和
三十

五年

二、一一一五
O

二
、
三
七
大

二
、
四
O
五

昭
和
十
年
に
於
て
は
、
晩
化
首
を
植
ゑ
し
も
の
が
、
寄
苗
を
植
ゑ
し
も
の
よ
り
も
牧
量
は
少
友
か
り
し
が
、
昭
和
十
二
年
に
て
晩
化
苗
の

分
は
出
欄
期
が
遅
/
¥
事
に
暴
風
の
寄
b
L
受
け
る
と
と
少
な
か
り
し
詰
め
に
、
晩
化
苗
に
於
て
牧
量
の
少
き
を
認
め
ざ
り
し
。
更
に
改
め
て

試
雌
ず
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
麟
曾
し
得
ぎ
れ

E
も
、
無
事
の
年
に
は
寄
苗
に
於
て
牧
量
が
多
き
が
如
し
。

米
貿
に
於
て
は
、
晩
化
十
周
は
出
種
が
還
る
h
故
に
育
米
、乞
多
〈
含
有
す
る
を
認
め
た
り
。
そ
の
他
に
於
て
晩
化
衝
の
米
貿
が
寄
商
の
米
質

に
比
し

τ特
に
劣
る
生
認
め
ざ
り
し
.
背
米
を
生
や
る
は
、
出
穂
が
逼
れ
、
成
熟
ハ
刈
取
V

期
、
と
の
期
間
が
短
か
き
が
需
品
仏
る
故
に
、
八
月
に

入
り
‘

τ掃
快
ず
る
場
合
に
は
、
そ
の
育
米
の
画
生
は
特
に
増
加
す
る
も
の
に
し
て
、
か
L
る
宙
帝
賢
は
既
に
知
ら
る
h
所
た
り
。

元
来
晩
化
栽
培
を
行
ふ
時
は
、
挿
快
期
の
晩
る
h

に
従
び
て
苗
本
敢
並
に
株
教
を
漸
弐
増
加
す
る
も
の
な
る
故
に
、
繭
作
跡
地
に
て
も
苗

及
株
散
を
増
加
す
れ
ば
前
提
の
牧
蛍
bz
増
加
せ
し
ゑ
ら
ん
.
・

本
並
及
株
数
を
相
賞
増
加
の
必
袋
あ
る
が
、
前
記
試
験
に
て
は
九
本
宛
九
寸
隔
又
は
九
寸
と
四
寸
五
分
隔
に
で
植
ゑ
し
堂
、
更
に
そ
の
本
数

蘭
作
跡
地
に
就
き
て
、
昭
和
十
二
年
に
寄
苗
植
と
晩
化
植
・
と
に
於
て
、
粗
米
軍
劃
梓
重
及
び
稲
草
、
或
は
玄
米
震
封
稲
叢
及
び
韓
米
重
の

欄
係
に
差
異
あ
ゆ
や
否
や
b
L
調
官
官
し
た
る
結
果
は
、
第
十
戸
表
の
如

L
e



第十日表蘭作跡の寄苗植と晩化栽培との組米及

び玄米tζ闘する調主昭和十二年

，
泊
と
し
て
の
明
化
論

院駿劇I1稲重|得璽 一瞥|玄米重 響|翠!縫
1 1k7R .3 10k3z 4 6k.9R 印 67% .31 5.k7g 回 4% 0.2 3。/3/。.4 出%.0 

5 19.2 11.035 8.165 73.鈎 6.月5 42.6 35.4 包 2

9 19.0 10.675 8.325 '17四 6.915 43.8 36.4 83，1 

13 19.4 11.1∞ 8.2日 74.32 6.870 42.5 35.4 I 83.3 

18 19，0 10.73 8.270 '17.07 6.870 43.5 お 2 I回

'"' 。n 18.6 10.16 8.440 83.07 7.020 45.4 37.7 回.2、J
26 10.93 UflO 70.17 6.お5 41・2 34.1 82.6 18.6 

30 18.5 10.b7 7.930 75.02 6.570 42.9 35.5 82.8 

21 19.2 12.10 7.1∞ 民 団 5.895 3'7.Q 30.7 E3.0 

寄 61 20.3 12.435 7.飴5 63.25 阿部 38.7 32.1 82.9 

首 10 22.0. 14.135 7.865 日.64 6.5却 35.8 29.7 回.0

密 14 21.7 1S.725 7.975 58.11 6.600 36.8 お.4 82.8 
植 .19 22.0 13.1汚 8.阻5 前 .98 7.300 40.1 泊.2 82.7 
f刷、

お 21.7 13.14 8品。 65.14 7.145 39.4 32.9 回.5
一、J 27 21.1 13-49 7.610 日.41 6.330 36.1 却.0 83.2 

31 21.5 13.22 8.280 62.63 6.865 38.5 31.9 82.9 

31 18グ 10.79 7.910 73.31 6.610 42-3 35.3 83.6 

書霊聖
71 18.5 9.田5 8.565 86.21 7.145 46.3 38.6 83.4 
11 18.7 10.49 8.210 78.27 6.邸5 43.9 36.7 83.5 
15 18.8 10.邸5 8.145 76.44 6.745 43.3 35.9 回.8
20 17.7 9.935 7.7倍 河 .16 6.4回 43.9 お.4 回.1

r刷、 24 19.2 11.13 8.句。 72.51 6.720 42.0 35.0 83.3 
、一J 28 20.9 12.57 8.33) 部.27 6.975 39.9 お.4 83-7 

32 19.7 11.745 7.956 67.73 6.645 40.4 33.7 83.5 

41 22.1 1，S.80 8.300 60.14 6.900 3'7.6 31.2 83.1 
81 21.7 13-02 8.従!o 66.67 7.1鈎 40.0 芯3.1 回.8
12 21.7 13.45 8.2ω 61.34 6.回O 羽.0 31.5 82.8 
16 22.0 14.635 7.3時 印 32 6.1∞ お.5 27.7 82.8 
21 19.8 lM25 8.勿5 73.30 6.920 42.3 34.9 回.6

r、
25 21.1 13.210 7.8釦 159.01 6.5∞ 37.1 3).8 回.0一一、d
29 22.7 19.95 8.71回 62.'72 7.却5 38.5 32.2 国.5
33 却.8 12.62 8.lJ3Q 64.82 6.810 39.3 32.7 回.3

輔
の
鍵
輔
用
パ

O
若



稽
の
短
期
栽
矯
と
し
て
の
晩
化
口
氏

一O
四

第
十
一
表
に
よ
れ
ば
、
親
米
重
封
梓
重
、
親
米
重
封
稲
重
、
玄
米
重
封
稲
重
、
玄
米
重
封
親
米
重
等
に
於
て
、
寄
苗
と
晩
化
首
と
の
聞
に
別

段
に
業
異
無
き
が
如
し
。
只
普
通
植
と
密
植
と
の
聞
に
は
差
掠
め
り
て
、
密
植
に
な
れ
ば
稗
の
割
合
に
粗
米
又
は
玄
米
の
少
く
な
る
を
認
む
。

と
れ
密
植
に
な
れ
ば
槽
が
白
か
ら
小
さ
く
な
る
に
よ
る
た
り
。
寄
苗
と
晩
化
苗
と
の
聞
に
差
異
無
か
り
し
は
、
偶
荷
風
容
の
篤
め
に
寄
苗
が

容
を
蒙
っ
て
登
熟
の
少
か
り
し
に
よ
る
べ
き
か
、
後
日
の
試
験
を
侠
っ
と
と
L
せ
ん
・

¥
酒
米
国
間
J

第
十
一
表
よ
り
じ
て
、
各
直
の
稲
重
の
増
加
に
伴
ひ
て
、
籾
米
重
封
稲
重
(
制
剛
)
の
費
化
が
如
何
な
る
傾
向
を
示
す
か
に
つ
き
で
雨
者

の
相
闘
を
求
め
た
る
に
、
弐
の
結
出
取
を
得
た
り
。

捕
時
部

(
申
斗

x
?
3
・t
i
-
-
-
1
0
・尽回

之
に
よ
れ
ば
、
寄
苗
の
時
に
は
、
稲
重
が
増
加
す
る
も
、
組
米
軍
封
稲
重
は
決
し
て
増
加

税
政
部

(
巴
斗

xι
「守山
.
v
i
-
-
・+。・ロ

す
る
と
と
な
く
、
雨
者
無
閥
係
な
り
し
、
と
れ
開
花
期
の
風
害
に
原
因
す
べ
し
。
又
晩
化
苗

S
R国間

(
喧
斗

x
?
3
:
:・
:
:
ー
や
缶

に
て
は
稲
重
が
増
加
す
れ
ば
.
親
米
軍
針
稲
震
は
反
っ
て
減
少
し
た
り
。
と
れ
晩
化
栽
培
に

盛
田
市
台
醗

〈

mW4
・v《
鼎

-md凶・〉:::ー。・

g

て
は
稲
が
よ
く
生
育
す
る
も
、
結
賓
が
之
に
仲
は
ざ
り
し
を
示
す
も
の
に
し
て
、
首
年
は
特

に
出
穂
後
降
雨
多
く
し
て
、
早
冷
来
た
り
し
に
原
因
す
る
た
り
。

草
丈
及
分
襲

寄
苗
植
に
比
し
て
晩
化
栽
培
の
場
合
は
草
丈
は
小
な
り
。
さ
れ
E
そ
の
栽
植
本
教
が
多
き
矯
め
に
、
晩
化
栽
培
に
於
て
分

襲
教
は
常
に
大
た
り
。

。u

七
島
閣
作
跡
水
稲
法
に
つ
き
て
一
色
〈
氏
の
述
べ
た
る
所
乞
参
考
の
矯
め
に
記
さ
ん
に
、

(
1
)
熊
本
臓
の
晩
化
栽
培
法
、
〈
2
)備
後
咽
作

跡
の
寄
荷
栽
培
法
(
千
本
挿
V

と、

(
3
)仮
植
聞
の
稲
株
の
や
盤
を
移
植
に
供
す
る
恒
植
栽
培
法
の
一
一
一
者
を
七
島
崎
試
験
地
に
て
比
較
し
た
る

に
、
晩
化
栽
増
法
は
努
力
及
商
代
面
積
を
要
す
る
と
と
最
も
少
き
利
あ
る
も
、
七
島
蘭
跡
は
定
植
期
八
月
上
旬
と
な
る
故
、
牧
量
少
く
帯
円
米



多
安
』
快
賠
弘
U

り
。
又
寄
前
栽
培
は
前
者
に
比
し
て
努
力
佐
多
く
要
し
、
寄
首
床
を
設
く
る
必
嬰
あ
れ
ど
、
共
の
仮
植
聞
に
よ
み
よ
り
も
著
し

〈
少
く
し
て
足
句
、
牧
童
に
就
き
て
も
雨
者
の
中
削
に
あ
り
。
仮
植
栽
培
法
に
於
て
は
、
仮
植
せ
る
稲
株
を
一
列
に
隔
て
抜
取
り
、
蓮
ぴ
出

ず
に
茜
大
な
る
努
力
を
巣
す
る
快
臨
あ
れ
ど
、
=
一
法
中
に
て
最
も
牧
量
多
く
米
質
良
好
た
り
。
而
し
て
コ
一
者
中
、
そ
の
中
聞
を
取
り
て
寄
首

栽
培
を
可
な
り
と
す
べ
く
、
且
っ
そ
の
賓
行
も
容
易
な
り
。
目
下
七
島
繭
試
胎
地
に
て
は
努
力
を
巣
す
る
と
と
最
も
少
き
晩
化
栽
培
法
を
更

に
改
良
し
て
、
背
米
少
く
し
て
比
較
的
牧
量
多
き
方
法
を
案
出
す
べ
く
試
験
計
軍
中
な
り
と
。

姿
之
、
前
作
跡
地
に
寄
首
舶
を
な
す
も
の
と
、
晩
化
栽
晩
を
な
す
も
と
を
比
較
す
れ
ば
、
晩
化
栽
培
は
牧
量
少
く
且
つ
米
質
も
劣
る
の
昧

結
あ
れ
ど
も
、
之
に
要
す
る
努
力
は
少
く
且
つ
栽
培
刷
聞
が
短
縮
せ
ら
れ
、
地
績
を
巣
せ
ざ
る
の
利
益
あ
る
と
と
明
ら
か
な
り
。
よ
り
て
晩

化
栽
培
を
七
月
廿
五
日
頃
迄
に
成
る
可
く
平
え
掃
挟
す
る
と
と
L
た
し
、
苗
本
数
並
に
株
数
を
増
加
し
、
部
蒔
に
よ
り
て
北
聞
を
強
健
に
仕
立

つ
る
等
の
方
法
に
よ
れ
ば
、
栽
培
期
聞
を
短
縮
す
る
は
勿
論
、
育
米
を
特
に
多
く
生
や
る
と
と
な
く
し
て
、
晩
化
栽
培
の
遁
刑
を
受
賞
な
ら

し
め
縛
べ
き
か
、
更
に
試
験
を
巣
す
ぺ
し
。
勿
論
此
時
に
品
種
を
選
ぶ
ぺ
〈
.
晩
生
種
を
遁
首
と
な
す
。
早
生
種
な
ら
ば
益
々
山
収
量
を
減
じ

事
円
米
を
増
加
す
ぺ
し
。

•••••••••••••••

..

.••••••••••••••• 

か
く
考
察
し
た
る
結
果
、
謂
岡
山
臓
の
如
き
祭
候
の
地
方
に
所
謂
晩
化
栽
培
の
遁
用
の
可
否
に
就
き
て
再
考
せ
ん
に
、
従
来
の
耕
種
法
に
よ

り
て
岐
に
十
分
の
牧
磁
を
挙
げ
つ
‘
込
め
る
地
方
に
此
晩
化
法
を
適
用
す
る
も
、
徒
ら
に
牧
量
を
減
じ
米
質
を
損
ず
る
に
過
ぎ
や
し
て
、
何
等

の
効
果
た
を
も
の
ゑ
り
。
只
米
産
上
に
多
少
の
犠
牲
を
梯
ふ
も
、
栽
培
期
聞
を
短
縮
す
る
と
と
に
よ
り
、
或
は
土
地
利
用
増
進
に
よ
り
て
、

農
業
粧
管
上
他
に
利
す
る
と
と
大
怠
れ
ば
、
勿
論
そ
の
遁
用
は
可
な
る
と
と
言
ふ
を
侠
た
や
。
具
閥
的
に
膏
へ
ば
、
栽
培
期
間
に
仲
ふ
除
草

稲
の
短
期
設
績
と
し
て
の
晩
化
法

一O
五



稽
の
短
期
議
出
唱
と
し
て
の
晩
化
法

一O
大

持
他
の
身
力
の
節
約
、
土
地
の
コ
一
毛
作
利
用
、
島
剛
容
の
艇
減
等
に
よ
る
利
益
が
、
米
の
減
牧
並
に
品
質
低
下
を
補
償
し
て
倫
り
あ
る
場
合
ほ

の
み
そ
の
適
用
を
見
る
に
過
ぎ
占
y
。
未
だ
米
の
増
牧
及
び
品
質
の
向
上
を
見
る
と
と
能
は
ざ
る
放
に
、
そ
の
改
良
に
よ
り
て
将
来
米
涯
の
増

牧
及
び
品
質
向
上
b
L
来
た
す
と
と
を
得
れ
ば
、
そ
の
効
果
は
大
取
り
と
一
疋
ふ
べ
し
。
向
此
適
用
の
可
否
は
地
方
の
事
情
に
よ
り
℃
異
る
が
故

に
、
各
地
方
に
於
て
決
定
す
べ
き
も
の
な
り
・

摘

要

て
熊
本
婦
下
に
於
で
行
は
る
L
所
調
水
稲
晩
化
栽
培
が
、
岡
山
臓
下
に
て
誼
用
品
、
ら
る
h
や
否
ゃ
を
試
験
し
て
、
相
の
短
期
栽
培
と
し

τ

の
債
依
b
L
考
察
じ
た
b
。
而
レ
て
昭
和
十
‘
ト
て
十
二
年
の
試
験
の
締
陥
滑
な
り
。

二
、
試
織
地
を
寒
作
跡
地
と
輔
作
跡
地
に
分
ち
て
、
事
実
作
跡
地
に
て
は
普
通
の
耕
種
法
に
よ
り
て
栽
培
し
た
る
も
の
を
棋
準
と
し
、
之
に
寄

前
植
と
晩
化
栽
培
と
を
比
較
し
た
り
。
又
組
問
作
跡
地
に
て
は
寄
苗
植
を
標
績
と
し
、
之
に
晩
化
栽
培
乞
比
較
し
た
り
。

コ
一
、
薬
作
跡
地
に
晩
化
栽
培
b
E
行
へ
ば
、
稲
の
生
宙
開
並
に
栽
培
期
聞
を
大
に
短
縮
し
て
、
短
期
栽
培
の
効
巣
あ
れ

εも
、
詰
め
に
米
の
牧
量

を
大
に
波
ヒ
、
且
つ
書
円
米
b
L
多
く
生
じ
て
品
質
を
低
下
す
。
又
寄
苗
植
に
比
す
る
も
晩
化
栽
培
に
於
て
枇
量
少
し
。

四
、
閣
制
作
跡
地
に
で
晩
化
栽
培
を
行
へ
ば
、
寄
苗
植
に
比
し
て
出
穂
並
に
成
熟
は
遮
る
れ
"
と
も
、
播
種
期
よ
り
畑
地
算
す
れ
ば
生
宙
開
放
に
栽
培

期
間
b
E
大
に
短
縮
す
る
と
云
ふ
ぺ
し
。
牧
量
は
晩
化
栽
培
に
於
て
劣
れ
る
が
却
し
.
叉
品
質
に
於
て
も
脆
化
相
に
育
米
多
し
・

五
、
晩
化
栽
培
の
適
用
は
、
米
産
上
に
多
少
の
犠
牲
を
梯
ふ
も
1

栽
培
期
闘
の
短
縮
、
土
地
利
用
、
努
力
節
約
、
品
容
の
削
割
減
等
に
よ
り
て

組
組
同
上
に
得
る
利
益
が
大
晶
体
る
時
に
於
て
の
み
効
果
b
り
と
云
ふ
ペ
し
.
而
し
℃
是
等
は
地
方
の
事
情
に
よ
り
て
呉
る
故
に
、
各
地
方
に



於
て
決
定
す
べ
き
も
の
な
り
。

一
、
藤
本
市
山
富

ニ.同-
一
色
章
夫

文

献

前

農
業
及
閣
議

昭
和
十
一
年
一
沼
周

第
十
一
容
第
一
一
概

水
稲
の
晩
化
に
就
て

熊
本
勝

熊
本
勝
に
於
け
る
水
稲
酬
明
化

七
島
醐
跡
作
と
し
て
の
水
稲
栽
極
団
法

積
の
短
期
栽
培
と
し
て
の
晩
化
法

勢
一
後
建
業
組
合
奨
励
事
業
年
報 四一一一九

i
四
四
八

明
和
十
一
年
一
月

第
四
銃

昭
和
十
二
年
四
局

(
昭
和
十
三
年
一
一
周
廿
日

大
原
農
業
研
究
所
)

-OL官


